
各機関の取組内容について
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益田市
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高津川

二次避難場所
万葉公園

一時避難場所
防災公園

最大浸水深
4.3 m

県道久城インター線

至 浜田

資料① 流域治水の推進に向けた取組 防災公園の整備 【益田市】

凡例

：１時避難

：２次避難
災害支援

避難施設の
空白地
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資料② 流域治水の推進に向けた取組 雨水ポンプ場の増強検討等 【益田市】
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津和野町
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奥ヶ野地区における「田んぼダム」の取り組み
〇流域治水の取り組みとして、津和野町奥ヶ野地区において「田んぼダム」が実施されている。

〇「田んぼダム」は、田んぼが持っている水を貯める機能を利用して、大雨の際に排水量を調整し、田んぼに水を貯め、
ゆっくりと排水することで、水路や河川の水位の上昇を抑え、農地や市街地の洪水被害を軽減しようという取組。

高
津
川

益田市

津和野町

奥ヶ野地区

位置図

津和野駅

「田んぼダム」の実施イメージ

排水口

「田んぼダム」実施
排水量を調整

「田んぼダム」実施

雨水を貯留した状態

高津川流域田んぼダム実施位置 高津川流域田んぼダム実施位置

パイプを上下させて田んぼ内
の水位を上下させ、水の排水
量を調整します。

田んぼの貯水状況は、6月中旬～7月上旬までは中干期間、7月上旬～は浅水期間のため、この期間はあまり貯水するような
ことはしていない。このため、雨が降りやすい7月上旬に田んぼダムを実施するのは困難
高齢者も多く、手間もかかるため、どこまで対応ができるかが課題

奥ヶ野地区の取組における課題
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②奥ヶ野地区下流
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田んぼダム設置による効果
町田付近断面
田んぼダム設置前
田んぼダム設置後（実施地区：0.7km2）
田んぼダム設置後（奥ヶ野地区田んぼ範囲：1.7km2）

約10cm

高
津
川

益田市

津和野町

奥ヶ野地区

位置図

津和野駅

②奥ヶ野下流地点

奥ヶ野地区における「田んぼダム」の取り組み
〇津和野町奥ヶ野地区において、現在、取り組み実施している地区において田んぼダムの効果を流出計算により算出。

○津和野町を記録的な豪雨が発生した平成25年7月降雨では、現在取組実施中の地区のみで田んぼダムを実施したの場合、奥ヶ野地
区下流地点で約5cm、一方、奥ヶ野地区全体で田んぼダムを実施した場合、約12cmの水位低減効果を発揮。

①田んぼダム直下

（田んぼダム箇所のみ
で実施した場合）

①田んぼダム直下

（奥ヶ野地区全体で田ん
ぼダムを実施した場合）

：取組実施中地区（約0.7km 2 ）
：奥ヶ野地区田んぼ範囲（約1.7km 2 ）

〇平成25年7月降雨において田んぼダム設置前後の流出解析を実施

田んぼダム取組実施地区(0.7km2)における効果

奥ヶ野地区田んぼ範囲(1.7km2)における効果

3m3/sの
ピーク流量カット

2m3/sの
ピーク流量カット

6m3/sの
ピーク流量カット

〇奥ヶ野下流地点で水位低減効果を確認

現在実施中の取組のみで
約5cm、奥ヶ野地区全体で
取り組んだ場合で約12cm
の水位低減効果。

⇒ 田んぼの湛水位が約10cm（最も湛水がある深水管理時期（水深10～15cm：島根県HP））を想定し、
貯留水深25cm （畔高-余裕高=(30cm-5cm※)）とした。
中干期や稲刈り前などの水田を乾かす必要があるときは貯留が困難 ※田んぼダムの手引きR4.4参考資料
畔高を超過する場合の流出量は、畔高越流量と排水口からの流出量とした。 ※水田流出簡易計算プログラム(農水省)

6m3/sの
ピーク流量カット

※水田流出簡易計算プログラム
（農林水産省HP）

233.41
233.36
233.29

水田側

落水枡

排水路側

田面水深

排水管の直径
pd (m)

排水管中心
までの高さ
ph (m)

コーン上端の直径
cnd (m)

コーン下端の直径
dd (m)
(流量抑制部)

（管に挿入）

コーン長さ
cnl (m)

水管理用管の高さ
wh1 (m)

コーン方式の器具

畦高
0.3m

今後も流域全体で取り組
みを進めていくことが重要。

7



吉賀町
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吉賀町 流域治水に向けた取組み
真田地区スマート農業 田んぼダムの取組み

吉賀町では、高津川流域治水プロジェクトの実施にあたりその取り組みとして
田んぼダムに取り組むこととしています。町内2地区において県営の圃場整備が
実施されていますが、その真田地区、吉原・坂折地区の2地区においてスマート
農業の事業を進めています。特に真田地区は、農業の省力化を目指し2ｍ畦畔の
導入やターン農道、RTK-GNSS基地局の設置による自動運転農機の導入など先
進的な取り組みを行っており、取り組みの一つとして携帯電話を利用した水管
理のスマート化である自動給水栓の実験を行っています。このような施設を導
入することで、田んぼダムの取り組みに げることができればと考えています。
現在、圃場整備は2地区とも工事中でありその取り組み自体これからではありま
すが、先進的な取り組みとして、町内の波及効果も視野に入れながら取り組み
が出来ればと考えています。

真田地区

排水側給水側

吉原地区

ターン農
道
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～吉賀町の森を守り活用する匠集団 ～ 森師
森林資源の活用による自然環境保全で流域治水

180haは天然更新の状況で、無立木状態の山肌に直接降雨が
あたります。土砂の流出は裸地の場合、307t/年haであり、
およそ55,000tの土砂流出、場合によっては山崩れを引き起
こし、保水力低下も相まって森林が持つ多面的機能は失わ
れ、治水機能も確保できない状況となります。こうした状
況の中で吉賀町では、木材の再収穫、土砂流出防止、治
水・保水力の維持の観点からも、利用時期を迎えた人工林
における皆伐後の造林補助を上乗せし、積極的に再造林を
推進し、循環型林業を支援しています。また、地域おこし
協力隊制度、森林環境譲与税を活用した「森師研修員」を
育成し、山の仕事人を増やす取り組みをしています。

吉賀町は中国山地の南西部
に位置する緑豊かな中山間地
の自治体で、総面積の92％を
森林が占めております。高津
川流域では概ね皆伐面積
200haに対して植林は１割に
あたる20ha程度となっており、

生産による経済性と自然環
境保全による環境性を両立さ
せ、森林が持つ多面的機能の
維持保全、治水機能の向上に
より国土保全と流域治水の取
組に寄与できるよう事業を進
めていきます。

森を守る
流域治
水

生産された木材を仕分け
て、用途に応じた出荷先
に納品されます。

丸太から板や柱を
生産します。木材
の乾燥も行います。
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島根県
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これまでは、水位周知河川や洪水予報河川のみ
指定しているが、区間外の上流や支川、その他
河川も洪水浸水想定区域図が必要

「洪水浸水想定区域図」とは…
洪水時における円滑かつ迅速な避難を確保する
ため、「想定し得る最大規模の降雨」により、
その河川が氾濫した場合に浸水が想定される
区域と水深を表示したもの

静間川

八戸川

神戸川八尾川

益田川

三瓶川

斐伊川

久野川

飯梨川

敬川

三刀屋川 伯太川

意宇川

赤川

高津川

津和野川

三隅川

周布川
浜田川

下府川

県内の洪水浸水想定区域図の作成状況

洪水浸水想定区域に指定されると、
①市町村は洪水ハザードマップを作成
②要配慮者利用施設の管理者等は
避難確保計画を作成・訓練実施

• これまで、大河川である洪水予報河川や水位周知河川を洪水浸水想定区域の指定対象としてきたが、令和元年の東
日本台風等では、それ以外の一級・二級河川において、河川氾濫による人的被害が発生しました

• こうした背景から、令和３年の水防法改正により、水害リスク情報空白域の解消するため、一級河川及び二級河川につ
いて浸水想定区域の指定・公表及びハザードマップの作成・公表が義務化されました

• このため、県が管理する一級河川及び二級河川全５９６河川を対象に指定・公表を行うこととなりました
• 県西部・隠岐は、令和５年１２月２６日に指定・公表を行い、県東部は、令和６年度の指定・公表を目指します

水害リスクを知る
ことで、平時にお
ける住民等の備え

出羽川

２１

Ｒ５指定・公表範囲（県西部・隠岐）

Ｒ６指定・公表（予定）範囲（県東部）

令和５年度 島根県（河川課） 取り組み事例

洪水浸水想定区域の指定について

津和野川水位周知区間

南谷川
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・河川の拡幅等により、平成２５年７月豪雨と
同程度の洪水に対して家屋等への浸水被害を
防ぎます。

【期待される整備効果】

・護岸工、橋梁下部工
・用地補償

【Ｒ５年度事業内容】

・Ｈ２６年度～
・延長：3,700ｍ
・河道改修（護岸整備、築堤）

【事業計画】

鹿足郡津和野町
高峯～田二穂～部栄地内

【事業箇所】

・津和野川は、一級河川高津川の支川です。平成２５年７月豪雨では観測史上1位となる日雨量381㎜、時間雨量
91.5㎜を記録し、浸水面積62ha、床上浸水13戸、床下浸水61戸という甚大な被害が発生しました。

・鷲原橋上流までは災害復旧助成事業により整備済みであり、引き続き上流側の河川整備を進めています。

【事業概要】

令和５年度 島根県（益田県土整備事務所） 取り組み事例
① 津和野川（築堤・護岸）

整備済L=1,430m（災害復旧助成事業）

20m

32m

H25.7豪雨（7/28撮影）

中原井堰 鳥井橋

中原橋

整備済
L= 1,400m

高津川上流域河川整備計画（H26.3）

総合流域防災事業
L=3,700m

戦橋

戦橋下流 護岸工完成箇所

R5戦橋架替（下部工）

国土地理院発行の数値地図
25000を使用したものです
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・Ｈ２２年度～
・延長：１，３５０ｍ
・河道改修
（堰撤去、護岸整備、築堤）

・概ね10年に１回程度の確率で発生する洪水を安全に流下させる
ことにより、家屋などの浸水被害を防止します。

【期待される整備効果】

・詳細設計
・護岸工

【Ｒ５年度事業内容】

【事業計画】

益田市川登町～美濃地町地内

【事業箇所】

・一級河川高津川水系の白上川は、大道橋から二条川合流点までの区間が未改修であったため、近年では、平成11年６月、平成25年
８月の豪雨により浸水被害が発生しました。
・沿川の家屋などの浸水被害を防ぐため、平成２２年度より河道改修を実施しています。

【事業概要】

令和５年度 島根県（益田県土整備事務所） 取り組み事例
② 白上川（堰撤去、築堤・護岸）

浸水時の状況（Ｈ２５．８）

事業箇所

撤去済

整備済
L= 480m

R5河道改修（護岸整備）

14



島根森林管理署
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○治山対策・森林整備による土砂流出抑制効果、森林の浸透能の向上

・・・治山対策を実施し、土砂流出抑制効果を高め、森林整備をすることにより、樹木をバランス
良く配置し下層植生が豊かとなり、森林の浸透能の向上へ導く施業を実施した。

実施位置図

・渓間工事 １基 528.2m3
・森林整備 保育間伐(活用型)84.53ha 保育間伐(存置型)24.73ha

下刈2.48ha 除伐12.73ha 除伐Ⅱ類4.11ha

実施状況

島根森林管理署

令和６年度の事業予定

渓間工事 １基 11.16t
・事業期間
令和５年５月～１１月

森林整備
保護伐2.07ha
保育間伐（活用型）84.98ha
保育間伐（存置型）66.70ha
植付4.76ha（9,520本）
下刈16.79ha
・事業期間
令和５年４月～１２月

対策実施箇所が解る図面など

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすため
の対策

渓間工事

益田市

津和野町

吉賀町

凡　　例

森林整備

市町村役場

治山対策

保育間伐（活用型）
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松江地方気象台
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改善前 改善前
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＜流域治水対策係による取組＞

各市町村の地域ごとの災害特性に即した大雨
特別警報等の基準値の設定・運用・検証・改善

特別警報・警報基準の見直し①気象情報基準評価係

流域治水協議会に参画し、各河川流域の災害
特性に特化した気象資料の提供や技術的助言

流域治水協議会等への対応②流域治水対策係

要支援者の避難に関する計画策定への助言や
内容を特化した普及啓発

新たな高齢者や障がい者等の避難
に関する計画作成等の支援対応

③要配慮者対策係

情報受け手側との対話を通じて、情報発信の改
善や防災意識向上の取組

多様な分野に対しての新たな
リスクコミュニケーションの推進

④リスクコミュニケーション
推進官

＜新たに配置された4つの役職＞

※いずれも緊急時はJETT（気象庁防災対応支援チーム）要員
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浜田河川国道事務所
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被害をできるだけ防ぐ・減らすための対策

浜田河川国道事務所（取組事例）

○益田市街地区間の河道掘削

浸水被害の防止・軽減（河川整備）

被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

防災教育・防災知識の普及

出前講座の様子

（降雨体験機により雨の強さの違いを体験）

○小学校への防災出前講座を実施

○公募による河川内の樹木伐採、伐採木の配布

○地域のイベント（ひとまろフェスタ）

伐採技術をお持ちの方と木材利用者のマッチングを行い、河川内の木材資源の有効
活用とあわせて、河川内に繁茂した樹木伐採を推進。

（模型を利用した流域治水の説明）

（水の妖精ブルーマンと記念撮影）

（ひとまろフェスタでの出展ブース）

（伐採木の配布状況 無料配布の申込み件数 7件）（PRポスター）

（高津小学校出前講座）

（参加人数 高津小学校4年生 56人）

（令和５年度掘削状況）

（参加人数 約5000人）

全体掘削（R２～R7） 延長L=約３km
R５年度までの掘削実績 延長L=約２．５km

5ヶ年掘削範囲掘削済範囲
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事業期間：令和 5年度～令和14年度

浜田河川国道事務所（取組事例）

令和６年1月２５日に「益田市高津川
かわまちづくり利活用・維持管理推進
協議会」を立ち上げた。協議会は地
元自治会・NPO法人・各種団体（ｻｲｸ
ﾘﾝｸﾞ、ｶﾇｰ、まちづくり等）の有識者等
で組織されています。

○高津川総合水系環境整備事業の概要
○益田市高津川かわまちづくり利活用・

維持管理推進協議会

○水辺を活かした地域活性化を支援する「かわまちづくり」について、令和４年８月９日付で「益田市高津川かわまちづくり計画」が
登録され、計画の実現にむけ、国土交通省では令和５年度より高津川総合水系環境整備事業に着手しました。
○令和５年度は、新規サイクリングコースに河川管理用通路の整備に着手するとともに、水辺拠点の設計とあわせて、「益田市高
津川かわまちづくり利活用・維持管理推進協議会」を立ち上げ、意見交換を行っている。

サイクリング（イメージ）

整備イメージ

水辺拠点の創出 【やぶさめ公園付近】

整備イメージ

水面利用（イメージ）

2.親水護岸
2.階段

1.管理用通路

5.トイレ改修

5.サイクルスタンド

3.案内板

豊田公民館

2.河原整正

水辺拠点の創出【豊田公民館付近】
と よ た

整備イメージ

水辺キャンプ
水遊び
環境学習

匹見川

豊田公民館

サイクリストの休憩スポット

カヌー・カヤック

散歩、散策、ランニング、マラソン大会

1.管理用通路

3.サイン

2.階段 3.案内板

やぶさめ公園

5.サイクルスタンド

高
角
橋

高津川→

4.張芝

1.管理用通路 2.親水護岸

2.高水敷整正

令和６年１月２５日と２月２０日に協
議会を行い、利活用方法、運営管理
方法、役割分担等について意見交換
を行った。

凡 例
： 国整備
： 益田市整備
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